
（様式－１ 表紙） 

 

 

 １ 調査名称：筑紫野市都市計画道路見直し検討業務委託 

 

 

 

 ２ 調査主体：筑紫野市 

 

 

 ３ 調査圏域：筑紫野都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：平成２２年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

筑紫野市の都市計画マスタープラン等に示されている本市の実情に即した土地利

用方針及び交通体系の方針を踏まえ、長期未着手の状態にも配慮しながら、未着手

路線の計画堅持の必要性を検証しつつ、必要に応じて都市計画道路の見直し案の作

成を行う。内容としては、「都市計画道路網見直しの必要性の整理」「未着手都市

計画道路見直し方策の検討」「道路網基本計画の検討」を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名 ： 筑紫野市都市計画道路見直し業務委託 

 

 

 ２ 報告書目次 

     １．業務概要 

       １.１ 業務の目的 

１.２ 業務の概要 

１.３ 実施手順 

 

２．都市計画道路網見直しの必要性整理 

２.１ 筑紫野市の道路網の現状・課題 

２.２ 道路整備を取巻く社会経済情勢の変化 

２.３ 上位計画等におけるまちづくりの方向性の変化 

２.４ 都市計画道路網見直しの必要性 

 

３．未着手都市計画道路見直し方策の検討 

３.１ 路線の持つ位置づけの確認 

３.２ 路線の持つ機能の確認 

３.３ 事業実施環境等に関する評価 

３.４ 路線別見直し方策の検討 

 

４．道路網基本計画の検討 

４.１ 将来交通量の推計 

４.２ 概略道路構造検討（概略設計） 

４.３ 概略道路構造検討（交差点計画設計） 

４.４ 道路網基本計画の検討・評価 

４.５ 都市計画図書案作成 

 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

    都市計画道路見直しワーキング会議 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

役職 部 課等名 担当名 氏名 備考 

委員 総務部 総務課 交通・防災 江口達弥  

〃 総合政策部 企画財政課 企画調整 高木伸泰  

〃 市民生活部 環境保全課 環境保全 池松幸路  

〃 建設部 都市計画課 計画 境 康  

〃 建設部 都市計画課 計画 黒屋和孝  

〃 建設部 建設課 管理 池田英雄  

事務局 建設部 建設課 土木 熊手寛明  

〃 建設部 建設課 土木 太田茂紀  

〃 建設部 建設課 土木 黒岩祐子  

〃 （株）福山ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 結城 勲  

〃 （株）福山ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 吉田郁美  

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

筑紫野市の都市計画道路は、計画延長４７．７ｋｍのうち約３割が未着手となっ

ている。未着手のうち８割は当初決定から４０年以上が経過しており、社会情勢や

まちづくりの方向性など道路を取り巻く環境の変化をふまえると、今後の都市計画

道路網のあり方を見直す必要がある。 

そこで、福岡県における都市計画道路の見直しの方針を示した「福岡県都市計画

道路検証方針」を参考に、様々な観点から未着手路線について詳細な検証を行う。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1）路線の持つ位置づけの確認 

2）路線の持つ機能の確認 

3）事業実施環境等に関する評価 

4）路線別見直し方策の検討 

 

1）将来交通量の推計 

2）概略道路構造検討（概略設計） 

3）概略道路構造検討（交差点計画設計） 

4）道路網基本計画の検討・評価 

5）都市計画図書案作成 

1.計画・準備 

5.報告書の作成 

筑
紫
野
市
都
市
計
画
道
路
網
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ 

2.都市計画道路網見直しの必要性整理 

3.未着手都市計画道路見直し方策の検討 

4.道路網基本計画の検討 



 ３ 調査圏域図 

  

 

 

 

 

 

 

1.位置
　筑紫野市は東西の距離15.6km南北の距離が14.1kmで、

87.73km2(8,773ha)の面積を有し、太宰府市、大野城

市、小郡市、那珂川町、筑前町、佐賀県基山町などと接

しています。

3.人口・世帯数
筑紫野市は平成17年国勢調査において人口97,571人、世

帯数35,372世帯となっています。

人口・世帯数・ともに増加傾向にあるものの、世帯当た
り人員は減少傾向を示し、平成17年には3人/世帯を下回っ

ています。

全国的な傾向と同じく少子高齢化も進行していますが、

福岡県平均と比較すると、年少人口割合は上回り、老年人
口割合は下回っています。特に老年人口割合の上昇率は、

近隣市と比べ比較的緩やかです。

2.都市計画区域
筑紫野市は市域面積の約2分の1である4,393haを都市

計画区域として指定しています。

このうち約3分の1の1,395haを市街化区域として指定

しており、用途指定のなかでは、9割弱（1,242ha）を住

居系地域に指定しています。



（様式－３ｂ 調査成果） 

４ 調査成果 

（１）都市計画道路網見直しの必要性整理 

筑紫野市における都市計画道路の現状や社会経済情勢の変化、まちづくりの方向

性等をふまえ、都市計画道路網の検証の必要性を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜都市計画道路網の検証の必要性＞ 

長期にわたり未着手となることによる
弊害・問題点

上位計画における将来都市像との整合
（まちづくりの方向性との整合）

社会経済情勢の変化

現在の都市計画道路を改めて検証すべき時期を迎えている

○事業実施の時期が不明確であることから、
地権者の生活設計が立てられない

○都市計画法第53条により建築が制限され
ることにより、地権者が土地を有効に利用
できない。また、この制限が理由とされ土
地の売買等がうまくいかない事例も生じて
いる

○当初決定時からの社会構造の変化等を踏
まえると、必要性が変化しているのではな
いかという疑問がある

【都市計画区域マスタープラン】
○広域及び地域間をつなぐ交通体系
の整備促進

○安心・安全なまちづくり
○拠点間の連絡強化、東西連絡の強化

【筑紫野市総合計画】
○幹線道路・生活道路の安全性向上

○国や県などと連携した今後の道路
体系検討

○幹線道路の整備促進

【筑紫野市都市計画マスタープラン】
○広域的な都市間の連絡性の強化
○東西幹線道路の整備促進
○効率的な骨格道路網形成

○地方分権の進展
（権限委譲に伴う責任と判断、都市計画
道路の必要性を説明できる根拠が従来以上
に求められる）

○事業実施環境の変化
（より一層の効率化の確保と重点化、価値
観の変化に伴う事業困難化）

○事業実施の時期の明示
○都市計画道路の制限内容に関する
正確な情報の提供

○都市計画道路の必要性の検証

○将来都市像の大きな変革期

＜筑紫野市における都市計画道路の現状＞ 

未着手
の内訳 

未着手の約 8 割が当初

決定から 40 年以上経過

約 8 割 



（２）未着手都市計画道路見直し方策の検討 

未着手都市計画道路 11 路線について、路線の位置づけや路線の持つ機能、事業

実施環境などを区間別に整理し、必要性及び実現性の観点から以下の検討フロー

図に沿って評価を行った。 

評価の際は路線別に検証カルテを作成し、評価方法や結果については、「筑紫

野市都市計画道路網検証ワーキング」においてその妥当性を検証した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ワーキング説明資料（路線別検証カルテ） 

3.実現性の検証 

1.対象路線・未着手区間の概要把握 

2.必要性の検証 

5.一次評価の詳細検証 

4.一次評価 

（存続 or見直し候補） 

6.総合評価 

（変更 or廃止 /保留）

存続 保留 変更 廃止 

存続 

見直し候補 

見直し 

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1,130 820 210

16 16 16

76 0

各項目の評価 : ○：必要性（実現性）がある、×：必要性（実現性）がない、△：どちらともいえない、-：対象外

区間番号

1 2 3 4 5

　

1 2 3

評価区間

その他

道路ネットワークの
連続性、路線の配

置バランス

交通処理検証

現況道路・交通状況

総
合
評
価

・本路線は中心市街地（JR・西鉄二日市駅周辺）南側における東西方向の主要な連絡道路として決定され、現在
でもその役割は存続している。
・路線の持つ機能には、脆弱な東西方向の連絡強化による「骨格軸形成」、防災面での「生活安全性の確保」、道
路緑化による「良好な景観形成」といった効果が見込まれる。このほか、区間2については、密集した住宅市街地の
「市街地形成」及び「生活環境の改善」、道路が狭隘な市街地における「歩行者の安全性確保」が見込まれる。

・区間2,3ともに現道は存在せず、代替機能を有する路線も存在しないため、重要な役割をもつ。

・しかしながら、区間3は、太宰府都市計画側との接続部が五差路で取りつく線形となっているため、現計画では安
全性や交差点の交通処理面で問題がある。

・区間3について、見直し（線形変更）を行った場合においても、沿道土地利用や現況道路・交通状況、道路ネット
ワークなどで特に問題はみられない。また、広域的な交通処理面においても、右折車を処理するための周辺道路
の整備を行うことを条件に、他路線への影響は軽微であることから、見直しによる問題は少ない。

・これらの検討を踏まえた結果、区間2を存続、区間3を変更（交差点取付位置の変更）とすることが妥当であると判
断する。ただし、交差点の交通処理に配慮した周辺道路の整備について、別途検討する必要がある。

○

・将来（平成37年）における既定計画道路網(全ての路線)から、対象区間を見直した場合の周辺道路への影響(自動車交通処
理面)を評価する。
・当該区間の線形を変更する場合は、高雄交差点周辺の一部区間で影響(交通量増加による負荷増)が見受けられるが、周辺
の主要な幹線道路には影響はみられず、交通処理面の影響は軽微である。

評価結果

沿道は、市街化調整区域となっている。周辺は田畑が広がっており、線形変更に伴う問題などは特にないと思われる。

【区間2】
存続

【区間3】
変更

[線形（交差点取付位
置）]

都心南部における東西方向の幹線道路は本路線以外に存在しないことから、廃止とする場合は路線の配置バランスに問題が
ある。連続性の視点では、太宰府都市計画側にある高雄交差点と五差路で接続する計画となっていることから、安全性や交差
点の交通処理面で問題がある

○

S27年1月21日

S44年5月20日

○

路線の延伸

JR・西鉄二日市駅周辺の中心市街地の南側における東西方向の交通軸として決
定

○歩道・自転車道・自歩道等の設置・拡幅

○

-

評価区間番号

×

見
直
し
候
補

-

-

改
良
済
み

存
続

△

実
現
性

一次評価結果
・都心南部における唯一の東西軸であり、必要性が高いことから、存続とする
・ただし、区間3については太宰府都市計画側との接続部に問題（五差路）があり、現計画では実現性が低いことから、
見直し候補（線形変更）とする

実現性の検証
【区間2】密集住宅市街地を通過するとともに鉄道との交差部を含むが、その他特に問題はなく実現性は高い。
【区間3】太宰府都市計画側の交差点と五差路で接続するため安全性や交通処理面で問題があり、現計画では実現性が低
い。

必要性の検証 【区間2,3】都心南部における唯一の東西連絡道路であり、必要性は高い。

・密集住宅市街地を通過するとともに、西鉄大牟田線と立体交差し、多大な費用を要する（区間
2)

問題点（1）

④代替機能を有す
る路線の有無

代替道路名
※幅員は、箇所によっ
て異なる。

・代替機能を有する路線はない

⑤事業実施におけ
る問題

問題点（4）

⑤まとめ
・区間2は、密集住宅市街地を通過し、また鉄道と立体交差するため多大な費用を要する
・区間3は、太宰府都市計画側の交差点と五差路で接続し、安全性や交通処理面で問題がある

・終点部において、太宰府都市計画側の交差点（高雄交差点）と五差路で接続し、安全性や交通
処理面で問題がある(区間3)

問題点（3）

問題点（2）

-

-

△ -

○

×

○

・密集した住宅市街地の生活環境の改善機能が期待できる

収容空間機能

・「緑の基本計画」ではシンボルロードとして道路の緑化に努めることが記載されており、植樹
帯の設置により良好な沿道景観が形成される

③まとめ
・都心南部における東西方向の骨格軸である
・区間2は、密集した住宅市街地の市街地形成機能、防災機能等を有している

その他

○

-

○○

○

-

- -

-○

○

都市環境の改善機能

安全性の改善機能 ・道路が狭隘な市街地において、歩行者等の安全性の改善が期待できる（区間2） ○

-

区間3

都市防災に資する空間
機能

・幅員12m以上の道路が新たに確保されることから、避難路や延焼遮断帯の候補となり得る
・道路が狭隘な市街地において、緊急車両の進入路となり得る（区間2）

○
線形変更に伴う周辺の交通状況などへの問題は特にない。現計画では高雄交差点において五差路で接続する線形となって
いるため、見直しを行わない場合は逆に問題がある。

○

市街地形成機能 ・密集した住宅市街地を連絡し、市街地形成機能が期待できる（区間2）

○②まとめ 地域間をつなぐ東西方向の幹線道路として位置づけられている。

○

○交通機能
・都心南部における脆弱な東西方向の交通軸が形成される
・住宅地から救急医療機関へのアクセスが向上する

車線数明示

-

第５回変更

H13年10月15日 ○

沿道土地利用状況

一次評価の詳細検証

項
目
別
の
詳
細
検
証

-

○

○

路線の延伸

○路線番号の変更

○第３回変更

S46年12月24日

第４回変更

第１回変更

○

○

- -

○
○

②上位計画等にお
ける位置付け

都市計画区域
マスタープラン

○ ○

○

市都市計画
マスタープラン

評価区間位置図

当初決定理由又は変更の内容
区間番号決定又は

変更年月日

-

総合計画

・都市施設の配置方針「鉄道等により遮断された東西方向の連絡強化」を支援する

その他

未

区間番号

計画幅員(m)

評価区間内家屋数

改

区間延長(m)

都計法53条申請件数

○

決定の経緯

S49年8月20日

当初

第２回変更

○

市道２車

変更後の決定区分

市

当初都市計画決定の趣
旨

評価項目

必
要
性

①当初都市計画決
定を行った趣旨の

存続

・全体構想(交通体系の整備方針-幹線道路)において、「既決定の未整備都市計画道路（杉塚上古
賀線、次田大門線、原口鬼ノ面線等）の整備促進を図る」と明記されている

景観形成に資する空間
機能

③路線が有する機
能

・当初都市計画決定の趣旨は存続している

未整備区間の一次評価

区間2の沿道の用途地域は、準工業地域、第1種住居地域、第2種中高層住居専用地域と
なっており、区間全体で密集した住宅市街地が形成されている。
区間3は、市街化調整区域となっており、沿道は田畑が広がっている。

未整備区間の
概要

未

路線全体
の概要

路線番号・路線名 ３・４・４　　原口鬼ノ面線

道路の機能 現状決定区分

幹線道路 市道２車 市

整備状況
（改：改良済、事：事業中、未：未着手）

74

本路線は、大字武蔵を起点として筑紫野署東口交差点を経由し、大字紫を終点とする路線で、都市計画道路国道３号線筑紫野バイパスと接続する路線である。路線沿いの用途地域は
第1種中高層住居専用地域、第1種住居地域、準住居地域、準工業地域となっている。原口交差点から筑紫野署東口交差点間は改良済であり、筑紫野東署交差点から高雄交差点まで
は、未着手である。

路線延長(m) 2,160

2車線数

未着手率(％) 47.7

代表幅員(m) 16

区間１
区間２

区間３
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続

見
直
し
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補



（３）将来交通量の推計 

道路網見直しに伴う交通処理面での影響を把握するため、将来道路網において既

定計画ケース、見直し候補を全て反映したケース、見直し候補をそれぞれ単独で見

直したケース（3 路線）の全 5 ケースについて将来交通量推計を行った。 

また、既定計画との差分を視覚化し、見直しに伴う影響を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来交通量推計フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来交通量推計結果（左；規定計画 右；見直しによる影響） 

 

 

配分データの作成

 

『容量制限付き分割配分法』(実際配分) 

借用データ：第４回北部九州圏ＰＴ調査 

 ＯＤ表(Ｃｿﾞｰﾝ)リンクデータ

リンクデータ ＯＤ表(Ｄｿﾞｰﾝ)

ＱＶ条件 

ＯＤ表の分割

高速道路の
最短経路 

一般道路の
最短経路 

転換率式

分割ＯＤを
高速へ配分

分割ＯＤを
一般道へ配分

累積リンク交通量

配分交通量 

分
割
回
数
分
繰
り
返
し 

速
度
条
件
の
変
更 

分
割
回
数
分 

交通量が増えれば混雑し速度
が低下する現象を QV 条件と
して反映する手法 

交通集中・混雑による迂回等の
発生状況を再現するため、交通
需要量であるＯＤ表をｎ分割
し、徐々にリンクデータに自動
車交通を流す手法 

・ＯＤとは、出発地(origin)と
目的地(destination)の略 

・ＯＤ表とは、ＯＤ間の需要
量を表の形で表現したもの 

 

600650750計

65050300300３

65020050400２

70035030050１出
発
ゾ
ー
ン

計３２１

目的ゾーン

600650750計

65050300300３

65020050400２

70035030050１出
発
ゾ
ー
ン

計３２１

目的ゾーン

第4回北部九州圏PT調査では
7分割：0.3,0.2,0.2,0.1,0.1, 
0.05,0.05 

・通行料金を踏まえ高速道路利
用割合を求める算出モデル 

・第4回北部九州圏PT調査に
おいては、NEXCO系の時間
差転換率式と都市高速系の
時間比転換率式を組み合わ
せて用いている 

今回の推計については、第 4
回北部九州圏 PT 調査に準
じ、7 回繰り返す 

・リンクデータ： 
道路網データのこと 

・各道路区間ごとに、距離
や道路条件(ＱＶ条件)
のデータを設定 

・ＱＶ式：交通量(Q)と速度(Ｖ)
の関係式 



（４）概略道路構造検討 

見直し候補である 1 路線について概略設計（S=1/2,500）を行った。また、見直し

候補路線に関連する 3 交差点について、交差点計画設計を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 概略設計・交差点計画設計（1 例） 

既決定幅を勘案し、
設 計 速 度
V=40km/h に お け
る最小曲線半径の
特例値R=50mを用
いて平面線形を設
定する。

既決定幅を逸脱し
ないように、都市
計画決定幅員内で
計画する。

平 面 図



（５）道路網基本計画の検討・評価結果 

以上をふまえ、都市計画道路網の基本計画を検討した。なお、下図に示す都市計

画道路の変更（案）は、今後、学識経験者等を含めた委員会等にて詳細検証するこ

とを予定しており、変更される可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都市計画道路の変更（案） 

 



（６）都市計画図書案作成 

短期的に見直し手続きが想定される 3 路線について、都市計画図書案の作成を行

った。なお、図面は今後の合意形成過程において変更される可能性がある。 

 

 


